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猫の島のお客さま　配役一覧
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                            第一場　オープニング
                      全員による踊り。別紙。
                             第二場　朝の猫浜
	漁師猫１
漁師猫５
漁師猫３
漁師猫４
百姓猫１
百姓猫２
漁師猫５
百姓猫３
漁師猫６
百姓猫４
漁師猫７
百姓猫５        
	（上手から漁師猫登場）
いやあ、今日はずいぶん魚がとれたなあ。
本当だ。こんなこと、この猫の島始まって以来だなあ。
ようし、今夜はみんなで集まって、ひとつぱあ～っとやるかあ。
いいねえ！
（下手から百姓猫登場）
今日はこんなに野菜が！これでおいしいスープが作れるわね。
ほんと、ほんと。
おうい、そっちはどうだい！
いいできよ。そっちは？
最高さ！今夜、みんなで集まってパーティをやろうと思うんだけど、どうだい？
いいねえ。そうしよう！島のみんなも呼ぼう！
じゃあ、今夜７時に、猫広場で！
楽しくなるわよ！（みんな退場）


                            第三場　猫広場のパーティー
	職人猫１
長老
子猫１
長老
職人猫２
職人猫３
職人猫４
百姓猫６
職人猫４
百姓猫６
職人猫４
職人猫５
職人猫４
百姓猫１
職人猫４
子猫２
職人猫４
子猫３
職人猫４
職人猫６
職人猫４
漁師猫７
漁師猫５
漁師猫８
漁師猫１
漁師猫３
子猫４
漁師猫３
ねずみ１
漁師猫３
ねずみ２
ねずみ２
ねずみ１

ねずみ３

ねずみ１
ねずみ２
猫たち
ねずみ２
ねずみ１

ねずみ３

ねずみ１

ねずみ２
百姓猫２
ねずみ３
ねずみ１
子猫５
ねずみ２
長老
百姓猫３
職人猫２
ねずみ１
職人猫６
ねずみ２
職人猫６
百姓猫５
ねずみ３
ねずみ１
子猫１
ねずみ２
長老
ねずみ２
猫たち

子猫３
ねずみ１
子猫４
ねずみ１
猫たち
ねずみ１
百姓猫４
職人猫７

	みんな、集まったか！
（おう、などと返事）
それじゃあ、始めよう。ええ、今日は、この猫の島始まって以来の大漁だったそうで・・
何年か前にはこの島にもねずみがいたが、知ってのとおり一匹残らずわれわれが食べてしまって、今は魚が一番の
ごちそうだ。
おいらもまた、ねずみ食べたいなあ！（みんな思い出しよだれ）
まあ、そう言うな。ねずみがいなくなったことで、われわれは魚をとるようになったのだし、畑も耕すようになった。自分たちのものは自分たちで作るようになった。猫の島のすばらしい自然のおかげだ。さあ、今日はみんなで楽しくやろうではないか！
みんないいか！せえの、かんぱあい！
（かんぱいの後、その場でそれぞれの仕事をする。）
何かおかしいですねえ。こういうときに、みなさんならどうします？歌を歌ったり、踊りを踊ったりして楽しみますよね。実は、猫の島には、歌や踊り、音楽というものがなかったのです。ですから、猫たちは、働くことは知っていても、楽しむことは知らなかったのです。
（しばらくして、）
おい、みんな、これで楽しいか？
楽しいかって？どういうこと？
だって、なんかこう、さあ、・・なんかへんだよ。
だから、何が？？
いいか、こういう、おめでたい時にだよ、こいつはほうきを直してるし、こっちはトウモロコシの皮をむいている。
おまえは何やってる？
え？ひげの手入れさ。
それみろ。いいか、おれたちは朝から晩まで働いてるんだ。こういう時ぐらい、働かないでだなあ・・
何するんだい？
何するって、ええと、こういう、みんなが集まるときはだなあ、ほら、なんて言うかなあ、・・・
わかった！みんなで、ぱあ～っと、爪とぎかい？（みんなでつめをとぐ）
ちが～う！みんなで楽しくだなあ・・
それじゃ、みんなで楽しく、顔を洗うのかい？（みんなで顔を洗う）
それもちが～う！みんなで・・・盛り上がるんだよ！
だから、今みんなで盛り上がっていたじゃん。楽しく仕事して。みんなで集まって、働くほかに何することがある
んだい？
思いつかないけど、何かあるような気がするんだよ。何か、もっと楽しくてもいいと思うんだよ・・
（みんな少し考え込む。でも思いつかない。）
（漁師猫７、８下手から走り込んでくる）
おおい、みんな！
どうした？
今、猫浜を散歩してたら、ボートが流されてきて、だれか乗ってるんだ！気を失ってる。
それはたいへんだ！おい！（数人下手へ）
（ボートを運んでくる）
生きてるか？
（様子を見て）
いいにおいがする。
何言ってるんだ！おい、きみ、だいじょうぶか？おい！
（目をさます）
こ、ここは？
（他の二人も目をさます。猫だらけという周りの様子に気づく）
ここ？ここは、猫の島さあ。この島の猫たちはみんな親切だ。（三人、あわてて逃げようとする）
おい、どうした？
いや、べ、別に・・
「ねずみってばれたらたいへんだよ！あ、おいしそうな魚！（猫たちみんな上手方向にいく）何かない？」

「あ、これは？」（たいこをかぶる）

「だめだよ！ほかは？」

「じゃあ、これは？」（ジェリーのおめんを出す）
（猫たち、もどってくる）

「急いで、急いで！」（ジェリーのおめんをかぶる）
（一瞬後）
「ねずみだ、ねずみだ！」（と騒ぎだす）
「これじゃあだめだよ！あ、ヨン様だ！」
（猫たち、また上手へいく）
「これはこれは？」（牛乳パックを出す）

「なに、それ？」

「え？これからは地球を大事にしなくっちゃ！リサイクルだよ！」

「何考えてんの！他にないの？これこれ！」（仮面をつける）

（もどってきた猫たちと見つめ合う。ストップモーション。）
ところで、あなたたちはどうしてこんなところに？
わたしたちは、新しい土地を求めて船で旅をしていたのです。ある日、嵐で船がしずんでしまって・・
それで、ボートで漂流していたってわけです。（ぐうう～）
今の、何の音？
いや、ぼくのおなかが・・。もう何日も何も食べていないもんで。（ぐうう～）
なんだ、おやすいごようさ。ええと、この島の一番のごちそうは、ちょっと前なら、ねずみなんだが、なあ、みんな。
（猫たち、あわてふためく）どうした？ねずみはきらいかい？
残念だね。今はねずみがいないのさ。今日はね、魚や野菜がたっぷり取れたおいわいをしているんだよ。ちょうどいい。私たちの作ったごちそうを食べとくれ。さあ、料理を！
じゃあ、新しいお客様を迎えて、みんな、今夜は楽しくやろう！かんぱい！（またみんなそれぞれの作業をする）
（しばらくみんなの様子を見て）
あのう、みなさん、何、してるんですか。
え？決まってるじゃないか。盛り上がっているのさ。
とてもそういうふうには見えませんが・・
え、そうかい？
ところで、君たち、そのお面、いつまでかぶっているんだい？もう取ってもいいんじゃない？
と、とんでもない。え～、これはですね、その・・・・、ねるときしか取らないことになっているんです。
そうそう、ぼくらの国のしきたりなんです！
そんなこと言わずに、ちょっとだけとってよ。
ちょ～、ちょ～っと待って、人前でこれを取ると、おそろしいことが起こるという、ぼくたちねずみの、
ん？今、ねずみとか？？
いえ～、ねず、ねず、ネズミーランドってところが浦安にあるんですって？
はあ？

（ミッキー登場、退場）

ねえねえ、これは何？（ネズミたちの荷物からたいこを取り出す。）
ああ、これはね、たいこと言うんだよ。
たいこ？
こうやってね、（音を出す。）
わあお！（猫たち、驚いてのけぞる。以下、音に合わせてのけぞりまくる）
どうしました？
いえいえ、
今まで聞いたことのない音だったものですから・・
   

	
	　　「猫の島」
　南の海に　　　ぽつりとうかぶ
　ここは楽しい　猫の島
  君もあなたも　　　声をあわせて
  歌えばすぐに  気持ちが伝わる
　手をとり合って　　ステップふんで
  おどろうみんなで　　さあ早く
　南の海に　　　ぽつりとうかぶ
　ここは楽しい　猫の島


	子猫５
ねずみ３
漁師猫７
職人猫４
百姓猫２
ねずみ３
長老
ねずみ１
長老
ねずみ１
漁師猫４

	とっても、楽しい！ねえねえ、今の、何？
これは、歌ですよ。
歌って言うのかあ。猫の島には今までなかったものだなあ。
これだよ、これ。僕たちの生活には、この楽しさがなかったんだよ！
ねえねえ、私たちにも教えてくれない？
おやすいご用です。（猫たち、お客さんに歌、踊り、たいこを教えてもらう）
さあ、楽しかった夜も、もうおしまいだ。みんな、もう帰るぞ。明日も早いんだ。
お客さんたちは、ぜひしばらくこの島にいて下さい。そして、私たちに、もっと歌と、その～、こういうの！
踊りですね。
そう、その踊りってやつも教えて下さい。
（顔を見合わせてから）
ええ、そうします。
ここはいいところだよ。ごちそうのネズミは、いないけどね。はあっはっはっは！（退場）
【暗転】


	職人猫３

	          第四場　楽しい日々
さて、それからというもの、猫たちは毎日お客さんに、楽しい歌や踊りを教えてもらいました。毎日がとても幸せ
な日々でした。猫たちは、新しい楽しさを知ったのです。
     

	
	「百姓猫の歌」  （歌の途中で職人猫登場）
　「だいこん！」
　「にんじん！」
　　野菜を作りましょう
　「タマネギ！」
　「じゃがいも！」
　　おいしく作りましょう
　　毎日草取り、水をやり
　　たっぷりしゅうかく楽しみに
　「だいこん！」
　「にんじん！」
　　野菜を作りましょう
　「タマネギ！」
　「じゃがいも！」
　　おいしく作りましょう


	職人猫４
百姓猫１
職人猫３
職人猫１
	いよう！調子はどう？
最高！今日も野菜がほら！
本当に君たちは働き者だなあ。
働くことなら、おれたちだってまけないぜ！
    

	
	「職人猫の歌」  （歌の途中で漁師猫、ねずみ登場）
 　昔の猫は　なまけてた
 　今の猫は  働き者！
 　洋服　「家も！」　何だって作る
 　掃除に　「お料理！」　自分でやっちゃう
 　今日も働くえらい猫！　ヘーイ！


	ねずみ１
職人猫６
漁師猫１
職人猫７
漁師猫５
猫たち
漁師猫３
猫たち
子猫２
猫たち
	みなさん、ごきげんですね！
やあ、今日は魚はどう？
ほおら！（みんな食べたがる）
やっぱり、なんて言ったって魚が一番だよなあ！
猫と言えば、
魚！
何はなくとも、
魚！
ぼくたちの大好物、
さ、か、な！
          


	
	 　　おさかなロックンロール

    ☆ まぐろ！　　かつお！
     あじ！　さば！　さんま！    
おれたちゃ魚が大好きニャオ！
 　　おれたちゃ魚が大好きニャオ！
 　　朝ごはんに魚、
 　　昼ごはんに魚、
 　　３時のおやつに魚、
 　　晩ごはんに魚！
     まぐろ！　　かつお！
     あじ！　さば！　さんま！    ☆
 　　時にはネズミも食べたいな
 　　「ぜいたく言わない！　魚が一番！」
    （☆～☆くり返し）
     ヘーイ！


	ねずみ３
ねずみ１
ねずみ２
漁師猫１
ねずみ１
漁師猫５
漁師猫６
みんな
漁師猫５
長老
子猫２
ねずみ１
漁師猫６
漁師猫５
子猫１
ねずみ２
子猫２
ねずみ３

	本当に、この島はすばらしい島です。みなさんも、すばらしい人、いや、猫たちです。
けれど、ぼくらはいつまでもこの島にはいられません。
そろそろ、みなさんともお別れです。あした、この島を出ようと思います。
みなさんには本当にお世話になりました。この島にいる間、とても楽しかったです。
なあに、お礼を言うのは私たちの方です。今まで楽しむことを知らなかった私たちに、歌と踊りを教えて下さったのですから。なあ、みんな。
ありがとう。
（かけこんできて）
おおい、みんな！
大ニュース！王様が、お客さんたちの歌を聞きたいそうだ！
え？
明日、ごてんに来て、歌ってほしいということだよ！
それはたいへんな名誉だ。お客さんたち、この島を出る前に、ぜひわれらの王様に、その歌をお聞かせなさって下さい。
ぼくたちからもお願いします。
（相談して）ええ、喜んで。では、明日の朝、ごてんにおじゃましますと、王様にお伝え下さい。
承知しました！
じゃあ明日、ごてんで！（みんな退場していく）
（ねずみと、子猫一人残っている）
明日いっちゃうの？
うん。残念だけどね。
ねえ、歌って、楽しいときしか歌わないの？
そんなことないよ。悲しいときやさみしいときに、自分を元気づける歌もあるよ。
       

	
	　「さみしくないよね」
　　　楽しかったこのときを
　　　忘れないでいたいなら
　　　さみしいことないよね
　　　さよならしても
　　　一番すてきな
　　　今日を忘れずに
　　　明日を生きよう
　　　楽しかったこのときを
　　　忘れないでいたいなら
　　　さみしいことないよね
　　　さよならしても


	子猫１
王様
ねずみ１
王様
ねずみ２

	じゃあ、また明日。
そのお面の下の顔、ちょっと見たかったな。
【暗転】
          第五場　王様のごてん
今日は、よく来てくれた。あなたたちのうわさはよく聞いている。なんでも、歌というすばらしいものを知っておられるそうじゃな。
はい、王様。歌は、私たちの暮らしになくてはならないものでございます。
では、私にも、その歌というものを教えてはくれないか。
おやすいご用です、王様。
   

	
	　「猫の島」
　南の海に　　　ぽつりとうかぶ
　ここは楽しい　猫の島
  君もあなたも　　　声をあわせて
  歌えばすぐに  気持ちが伝わる
　手をとり合って　　ステップふんで
  おどろうみんなで　　さあ早く
　南の海に　　　ぽつりとうかぶ
　ここは楽しい　猫の島


	王様
ねずみ３

	これは楽しい！
では、王様と女王様もごいっしょに！


	
	  君もあなたも　　　声をあわせて
  歌えばすぐに  気持ちが伝わる
　手をとり合って　　ステップふんで
  おどろうみんなで　　さあ早く
　南の海に　　　ぽつりとうかぶ
　ここは楽しい　猫の島
  （間奏の踊り）
　南の海に　　　ぽつりとうかぶ
　ここは楽しい　猫の島



	王様
女王様
王様
ねずみ１
王様
ねずみ１
王様
ねずみ１
王様
ねずみ１
猫たち

	いや、ありがとう。猫の島は、こんなすばらしいお客さんを迎えられて、とても幸せだ。
これからすぐに出発なさるそうですね。残念です。
仕方あるまい。ところで、最後に、お客様がたの、そのお面の下のお顔を拝見したいのだが。ぜひ、お面を取っては下さらぬか。
おそれながら王様、それだけはお許し下さい。
どうしてじゃ？
お面を取ると・・、私たちの命があぶないからでございます。
どうして命があぶないのじゃ？この島に来て下さった、すばらしい友だちの素顔を、一目見せていただきたいのだが。
（悩んだ末、）
わかりました。それでは王様、お面をとりましょう。ただその前に、一つ約束して下さい。
お面を取っても、私たちの命は守る、と。
約束しよう、王の名誉にかけて。いかなることがあろうとも、あなたたちの身の安全と、われらの友情は守られるであろうと。
では。
（三人、ゆっくりとお面を取る）
ねずみだ！（大さわぎになる）
      

	
	　　　「ねずみ！」
     ねずみ！        ねずみ！
     ねずみ！        ねずみ！　（くり返し）


	子猫２
子猫１
王様
女王様
漁師猫５
職人猫２
王様
ねずみ１
王様

	   「すばらしい友達」「おいしそうなネズミ」の間でゆれる猫たち。
（おいしそうなネズミへの誘惑に負けて、じりじりと猫たちが近づく。と、そのとき）
待ってよ！（みんな止まる）
みんな、ほんとにこの人たち、食べられるの？そんなひどいこと！
（みんな悩む）
その子の言う通りじゃ。私はさっき、王の名誉にかけて約束した。この友人の命を守ると。３人がこの島をはなれ
るまで、だれも手出しをしてはならぬぞ。思い出してみよ。この人たちがわれらに、何を運んできてくれたか。音
楽と踊りを運んできてくれたのじゃ。おかげで、われらは実にいい気分になった。元気も出た。
そうです、みなさん、この人たちのすばらしい音楽と踊りに、お礼を申しましょう！
すばらしいねずみ、ばんざい！（ばんざい！）
すばらしい音楽と踊り、ばんざい！（ばんざい！）
　　　みんな、盛り上がる。贈り物が運び込まれる。
これは、私たちのお礼の気持ちです。どうか受け取って下さい。
ありがとうございます。私たちもこのお面を記念にプレゼントしましょう。
おお、これはめずらしいものを・・
       

	
	　「さみしくないよね」
　　　楽しかったこのときを
　　　忘れないでいたいなら
　　　さみしいことないよね
　　　さよならしても
　　　一番すてきな
　　　今日を忘れずに
　　　明日を生きよう
　　　楽しかったこのときを
　　　忘れないでいたいなら
　　　さみしいことないよね
　　　さよならしても


	ねずみたち
猫たち
ねずみ２
ねずみ３
ねずみたち

	さようなら！
さようなら！
　　　　　どんちょう下げる。ここからはどんちょう前で。
何かなあ。
あけてみよう。
チーズだ！
　　　　　全員舞台に並ぶ。どんちょう上げて、
  

	
	　　　「猫の島」
 　南の海に　　　ぽつりとうかぶ
 　ここは楽しい　猫の島
   君もあなたも　　　声をあわせて
   歌えばすぐに  気持ちが伝わる
 　手をとり合って　　ステップふんで
   おどろうみんなで　　さあ早く
 　南の海に　　　ぽつりとうかぶ
 　ここは楽しい　猫の島
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